










状 態 変 化 と 意 味一
加 藤 主 税
1.動 詞 の 意 味
1.1.1現実世 界と言語
人 は現 実世 界を言語に よって切 りとって把握 し,又 言語に よって,現 実
世界 を 再 構成 してい る。 そしてその 無限の 準 界を,空 間的 にはthing
(物)と して,時 間的にはevent(事象)と して 認識 してい るので あ る
が,1空間 を切 り取 る役 目をにな うものは主Y'名詞であ り,。その空 間の時間
的変隼を,有 意味の束 で切 り取 る役 目をにな うものは動詞であ る。 この小
論で は,常 に現実 の動作をふ まxて,動 詞の表 現能力を調べ,そ こか ら動
詞 の意味構造 を考 えてみ よ うとす るものであ る。まず煙 草を吸 う動作 をみ






煙草 を吸 っていない状態か ら,煙 草 を吸 う動 作を通 って,再 び吸 ってい
ない状態に戻 るが,現 実 の動作 としては連 続して区分 で きるものでない。
しか しsmokeと い う動作を,始 め るか,終 え るとい うように,尹 つの も
の としてまとめれば,区 分して理 解す ることがで きる。(1),(3),(5)をここ




点であ り,こ の変 化点を表 現す るのが,他 の品詞 に見 られ ない動詞 の役 目
であ る。変化点は時間の巾を もたないので,pontactionaspectと呼 ぼれ
(2)






つ ま り,(6)は⑦ の よ り小 さ な 動 作 を 含 ん で お り,さ らV'⑦ は(8)を,(8)は
(9)のよ り小 さ な 動 作 を 含 む の で あ る 。 こ れ は 理 論 的 に は さ ら に よ り小 さ な
動 作 ま で 進 む こ と が で き る 。 し か し,(6)で示 さ れ た も の は,言 語 的 に は 変
化 点 で あ り,時 間 巾 の な い も の と し て 認 識 さ れ て い る 。 ∴,f"卩
2.状 態 変 化 ㍉
動詞 の深い意 味構造 を記述 するに際 して,三 つ の立場があ るoつ は動
詞は名詞を結ぶ関係であ るとす る立場(Fillmore),二つ 目は名詞 の移動
であ るとす る立場(池 上),三 つ 目は 状態変化であ るとい う立場(Katz,
Lakoff)であ る。 この三つの立場 を紹介 し,状 態変化で ある とす る立場 を
取 り,そ の理論を修正 してゆ くことにする。
(3)
2.1.Fillmore(1968)の 名 詞 関 係
Fil1皿oreは,格 文 法 の 理 論 か ら,動 詞 を 中 心 と し て,名 詞 が 結 び つ い
て お り,そ の 関 係 す る 名 詞 のy,よ り,次 の よ うに 動 詞 を 分 類 し て い る 。
⑩Pa(一 項 動 詞)‐die,rise,sleep,…
⑪Pab(二 項 動 詞)love,meet,have,_'、
⑫.Pabc(三 項 動 詞)-give,sent,get,…
⑱Pabcd(四 項 動 詞)buy,sell,…
そ し て,次 の ⑭,⑮ は ⑪ の 例 で あ る が,そ れ ら の 同 義 性 か ら,like,




動 詞 の意 味 構 造 に つ い て
⑯The且owerpleasesMary...
(icyPab=P'ba
⑭ ⑮ の2文V`け る 名 詞 の 役 は 変 わ ら な い も の と し て,⑰ の よ うな 格 を
与 え て い る 。1、 ∵ 、.
⑰Mary:経 験 者 格 「'・
Flower:目的 格





...:目 的 格 ・








そ し て,X,Yがconcreteかabstract・ か に よ っ ℃ 次 め 三 つ の 意 味




さ ら に 幽 のX,Yはreferencepointで あ る か な い か で 鱒 の よ うに 分 類






さ らにX,Yがanimateで あ る かinanimateで あ る か に よ っ て,㈱ は




㈲ は ㈱ の 例 で あ り,㈱ は ㈲ の,㈲ は ㈲ の そ れ ぞ れ 例 で あ る 。 ⑳ の よ うな
文 も 深 い 構 造 に お い て は,移 動 で あ る と す る 見 方 で あ る 。 ・,
(5)
2.3Katz(1967)の 状 態 変 化1・
彼 は 動 詞 の 辞 書 項 目 の 構 造 に つ い て,状 態 変 化 と し て 扱 っ て い る 。
X30)JohnsoldthebooktoMaryforonedollar.
X31)Maryboughtthebookfromjohnforonedollar::'









働 の 例 に あ て は め る な ら ぽ,幽 に お い て,XはJohn,Yは.thebook,
ZはMary,Wはonedollarに な る 。 ㈹ は 彡`とい う時 点 の 状 態 がXがYを
所 有 し て い る こ と で あ り,こ の 状 態 か らti+kの時 点 に は,ZがYを 所 有 し
て い る 状 態 に 変 化 し,さ ら に 同 時 に 一 方 で は,ti時 でZヵ ミWを 所 有 し て い
る 状 態 か らti+x時 でXがWを 所 有 し て い る状 態 に 変 化 し た とい う こ と を
示 し て い る 。 つ ま りse11の意 味 構 造 は,物 と お 金 の 所 有 関 係 に よ り,状 態







onedQllarとな り,㈲ 鋤 の同義性はプ㈱㈱の全 くの同一 の意味構造 に よっ
て,示 さ れ る。㈱鋤 におけるti時 の状態 を こYL'では変化前状態iti+k時
におけ る 状態を 変 化後状態 として,Katzの この考 え方 を 発展 させてゆ
く。Katzの この記述方法は,こ の構造 を辞 書項 目として,、意 味部 門にお
い て,深 層構造か らの出力 とし,そ の解 釈 としての ものであるので,こ の
構造を直 接変形V'よって,統 語論に導 くよ うにする ことは不可 能である。
2.4Lak。ff(,..)の変化の動詞 ⑥ ・ 、
Lakoffは状態変化 とい うことを,う ま く統語構造 に結 びつ けている0
⑳Thedoorisopen,广
鱒Thedooropened.rlバ
彼は,⑳ 鱒の相似性か ら ㊤⑤は深い構 造において ㈲を含 んでい ると 考え




をへ じ ぼ 　
㈲Itcameaboutthatthe...wasope且.
㈹の同義表現 としての鋤劔⑳は,鋤 劔⑳にな るにつれて意味構造 に近 づ
く。つ ま り,⑳ の意味構造 とし て,鋤 に近い ものを考え るめであ る。つ ま
り⑩ のよ うにな る。L"匚
⑳(lt〔thatthedoorisopen〕⊃cameabout"尸 「
SNP
⑳ の 構 造のthat補 夊をforto補交 年 変形 し,さ らに,そ の主語 の
thedoorをItの位置Yrtr上昇 させ て,aboutを消去す ると幽に進 い構造 示
生じ,さ らに別 の辞書項 目代入に よって,っ ま りcometobeをbecolne
に入 れ代x..ることによって⑱ゆこ近い構造が生 じ,さ らにbecomeopenが
openにな って㈱の構造 が生 じる。Lakcsffはこの様 な派生を行 うものを,
一部 の動詞の もつ特殊性質 とし,〔+Change〕とい う素性 をもつ動詞Y'限
5
動 詞 の意 味 構 造 に つ い て
っ て い る 。 こ の 素 性 は"gradually"との 共 起 と い う基 準 に よ っ て,設 定









Lakoffのこ の 考}方 は 変 化 後 状 態 を,そ の 意 味 構 造 に 含 ま ぜ,表 層 構
造 と関 係 づ け て い る 点 で 興 味深 い も の で あ る が,こ の 記 述 を 一 部 の 動 詞 に
(7)
限 ってい るのは問題が残 る。Kimball(1974)もLakoffと似 た分析 をし
ている。 卩
甦⑨Carolgotabook.









そして,1exicalization,have+come⇒getv'よって ⑲ が 生成され る。
Kimhallがこの分析を 変化 の動詞以外に 発展 させてい ることは 重要 であ
る。
餅C・ ・of・…b・ ・k・・ad・・lly.' 、.}
3.変 化 前 状 態 と 変 化 後 状 態"冑'
現実世界は時間的V'変化してゆ くもので あ り,こ こでは これを状 態変化
として把えた。そ して動詞は本質 白劬こはその状態変化を意味す る。一般Y'
6
動詞の意味構造について
言語 は言語 形式 と意味内容の二面 を もつ存在であ り,意 味内容 とは現実世
の構造化 した ものである0現 実世界が変化 として考 え られるな ら,意 味 も
それ に近 い 考}x方で記述 できる。 ここでは現実世 界の状態変化を参考 にし
て,意 味 の構造 化をはか り,表 層構造に導 くことを試 み る。いままで種 々
の学者 の動 詞の意味につ いての考察を紹介 したが,こ こでは,状 態変 化 と
い う考 え方 をKatzか ら学び,そ の記述,派 生の し方 についてはLakoff,
Ki皿ha11の方法 を発展 させ,さ らに前 提 とい う概 念を導 入して,状 態 変化
の衰層化 した もの どしての動詞 の意味を具体的に記述し てゆ く。
3.1変 化前状態 と前提













の意味構造 はLakoffの意味構 造の働 よ り深い構造で ある。る⑤に おい
てS、,つ ま り変 化前 状態 の時点t=とす る とSZ,つ ま り変化後状態 の時点
はti+kにな る。だか らた とえば変化前状態 が 過去な らぽ,変 化後状態は




この6のはLakoffの意味構造6のにほぼ等 しい。⑲か ら6のにな るには,特
殊 な変形 を必要 とす る。㈹ の構造 におい て,S、 は消去 され,こ れをUn-
changed-stateDeletionと呼 ぶ,そ の位置Y`SZを入れ る。 さらに消去 され
たS、 は前提 となる。㈲ の丸 力'ヅコは前提を表わ してい る。変化前状態5、
7
動詞の意味構造について
が消去 され るとい うことは,状 態変化 を言語化す る場合,そ の変化 の結 果
(変化後状態)を 表現す ることに よってそ の変化全体を表現 してい る こと
Y'するとい う言語の一般的性質Y'合到す る。 そして表現 されないで,途 中
で消去 された,変 化前状態 が前提に なって,そ の意味構造に残存す る こと
は当然の ことであ る。その前提 の時 点は,一 つ前 の時点であ ることは前 に




そ し て 次 の 変 形 に よ っ て,そ れ ぞ れ が 派 生 さ れ る 。
⑲is+・pen+c・me⇒c・met・be・pen1
(so)i・+open+・・m・ ⇒ ♪…m・ ・P・n
6Dis十 〇pen十come⇒open
㈲ の 変 形 か ら劔 が 出 て く る 。
3.2状 態
勧Hebecomesadoctor.:
6勿は2.2で述 べ た よ うに 池 上(1972)の 分 析Y'よ れ ば,Heと い う運 動 体
がadoctOrと い う到 達 点 に 移 動 す る 。
状 態 変 化 と い う分 析 か らす れ ぽ,(63)のよ う な 意 味 構 造 か ら勧 ㈲ ㈹ を 経 て













ノ動 詞 の 意 味構 造 に つ い て
(70)Shehiscometangry(She'isnot・angry)VP
㈲is十come⇒get・ デ/一,
また勧 は劔の意味構造か ら紛 ⑩㈲を経 て派生 され る。 この場合 も,変 化












⑫ は㈲ の意 味構造 か ら⑭㈲㈹を経 て生成 され る。㈹ が示 してい るよ うに












変化後状態 に否定 が含 まれ ている。つ ま りstopの意味構造 は否定を含ん
でい ることは興味 ある ことである。stopとその反対語 のbeginについ て
ら ト へ
は次章でふれ る。又,こ のstopV'ついては,前 提 としてHeissmoking





動 詞 の 意味 構 造 に つ い て
　 鴎 　 〔Carol　have　a　book〕come(Carol　doesn't　have　a　book.)
　　　　　　　　　　　　　　　　 $2
　 ㈲ 　 Carol〔have,　come〕abook.(Carol　doesn't　have　a　book,)　　 ・
　　　　　　　　　　　　　　　VY
　 ㈲　have十come⇒get
　 c...の意味構造か ら鋤㈲⑳を経て派生 され る。㈱ の ように意味 構造の
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ぴ
状 態 がhaveで 表 わ さ れ る こ と も あ る 。
　 8の　 He　goes　there,
　 ㊧ 　 〔He　is　not　there〕come　to〔He　is　there〕　　 　　　 　 　　　　 S
I　 　　　　　　　　　　　　　 SZ






　 ここで言 うcomeは 変化を表わす もので 〔inchoative〕に近い意味を裘
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 (13)
わす のであ って,goに 対す る現 実のcomeで はない。　 　 　 　 　　 　 　 　 髄
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 F
　 ㊧が示す よ うに,こ の例は状態 が存在 を示 すbe動詞で表現 されてい る例
で ある。状態は色 々な動詞で表現 され ることができるが,be動詞を 中心 と
して,have動詞,　know等で表わ され ることが多い。
3.3反 対 動 詞 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　　 、
　　　　　　　　　　　　　　　　　罰　　　　1働 Th
e　door　opens.
　 劔　〔The...　is　not　open〕come　to〔the　door　is　open〕　　 　　　　　　　　　 　　 　s
l　　　　　　　　　　　　　　　　　 sz
　 ㈱ 　 〔The　door　is　open⊃come(The　door　is　not　open.)
　　　　　　　　　　　　　　　　SZ
　 ㈲ 　 The　door〔is　open　come〕　 (The　door　is　not　open.)
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 VP
　 ㊧㊦is+open+come⇒open　　 　 　 　 　 　 　 　 　.　 　 　 ・
　 ⑲勿は㈱の意味表示か ら鱒駒鱒を経て得 られ る。　 　　　 　　 、
　 働　He　opens　the　door.　　 　　　　　　　　　　　　　　　 '
　 ⑲♂　　He　lnake〔〔the　door　is　not　open)co皿e　to〔the　door　is,　open〕〕
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 SI　　　　　　　　　　　　　　　　　　 Sz　So






自動詞 と他 動詞のopenの 差は鱒 と(101)が示 してい るよ うV'使役があ
るかないか に よってでて くる。そして働 ど⑲のは同一の前提を もつ。
(102)Heshutsthedoor.
(・3)Heレm・k・ 〔〔・h・d…i・ ・触 ・・m・t・ 〔thed°「isn°t°pesjs。
(・ 4)H・m・k6〔 〔・h・d・・・・・…lans,c・皿 ・s。(Th・d…'・ ・P・n.)ダ
(105)Hemakeisnotopencome_thedoor(Thedoorisopen.)VPド
(106)make十is十not十〇pen十co皿e⇒shut
(102)は(・03)の意購 造か ら(・04)(・05)(ios).を経 て得 られ る・ 伽
・幽 と(・・2)佛h・・豼 褐 と・!・0・)・(・06)が示 して・'るようyニshut
はnotを 含 んで いる。、この否定はshutの 深い 構造 に存在す るのであ っ
て,openの否定 とは意味が異な る。
(107)Hedoesn'topenthewindow.





つま りlikeの反 対動詞(109)と1ikeの否定(110)の差 はopenの反対動
詞shut(102)と否定(107)の差ほ どないのである。 これ は状態動詞 と非状
態動詞の脚 勺嵯 異齲 示すざ14'さらY'・p・・ と ・h・… お互・・繭 提
は反対Y'なる。 そして変化前状態 と変化後状態 が入れ代 わる。同様に して,
(111)Itbeginstorain.
(112)Itstopsraining.
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(115)の反 対 動 作 は(120)の文 で あ る 。
(120)Billdestroysthehouse.'
(121)皿・k・+i・+n・t+・・me⇒de・t・・y,unm。k。,_・
buildが存 在 し て い な い もめ を 存 在 さ せ る と い う意 味 に 反 し て ,destroy
、は 存 在 し て い る も の を 存 在 し な い よ う に す る と い う 意 味 を も
っ て い る 。
(115)のthehouseを特 にJespersen(1924)はobjectofresultと呼 ん で
(15)




(122)(123)(124)はす べ てobjectofresultを持 っ て い て,そ の 動 詞 は
(115)のbuildと同 じ 意 味 構 造 を 持 つ 。 そ れ で(125)めよ う に 記 述 す る ヒ と
が で き る 。 ・r、 、
(125)make+is+come⇒build,write,dig,hatch,_、 ・
ト そ し て そ の 目的 語 に よ
っ て ダ そ れ ぞ れ の 語 が 選 択 さ れ る 。buildの 場 合
は 反 対 動 詞 が 存 在 す る が ジwrite・
、dig,hatchの場 合 は 明 確 に 反 対 動 作 を 意
味 す る も の は 疑 わ し い 。
(126)Shedigstheground.
(123)に反 し て(126)はobjectof,resultの例 で な い 。(123).と(126)は意






(16)は(127)の意 味 構 造 に は な ら な い 。
(128)Shemakethegroundisnotdugscomet°thegr°undis,Sl・l
dug≫ ..r‐SzSo
(126)は理 論的には(128)の意味構造 が考え られ るが,そ の構造を受け入
れ ると,(129)が考え られる。
(129)make十is十dug十come:>dig
(129)はdigが導入 される以前Y',dugが存在 してい ることを意味 して
ぴ る。 これ を認 める と,r語め数 と同Lほ ど多い意味素性 を導入 しなければ





醐 の鮴 髄 ほ泌 碓 の基本白勺醐 態輛(have,be,kn・W,…)と
変化を表わす,co皿e,さらに否定のnot,あ るいは使 役(make)に よっ
て記述 され得 る。 ことことは時間変化 よ り,空 間の方 が よ り基本 的で ある
ことを暗示す る。 さらに動詞的な もの よ り名詞 的な ものの方 炉 零り深 い層
に存在する と言 えるし,動 作 よ り状態の方が深い構 造に属する とい う考え
方に もな る。 さらに,表 象 と判断 との関係 もこれ らYY1...平行的である。
(16)
さ て 動 詞 に は さ ま ざ ま な 種 類 が 存 在 す る 。 こ こ に,Leech(1971)の動 詞
の 分 類 か ら 考 え て み る 。 彼 は ま ず 動 詞 を 動 作 動 詞 と 状 態 動 詞 に 分 け,動 作







状態動詞につい ては,こ こではふ れない。前に述べ たよ うV'池上(1972)
は(130)のtransitionaleventverbsを動詞 の もっ とも深い層に存在す る も
のとして,そ れをprocessverbsやその他の動詞 に関係 づけた。 ここでは
processverbsを中心において も,transitionaleventverbsや他 の動詞 の
意味記述が 目的で あった。processverbsとtransitionaleventverbsは,
状態変化 として,記 述で きるが,activityverbsの一部 とmomentary
verbsについては,こ こでの記述方法には疑問が 残 る。 つ ま り理論 的に
は,何 らか の動作,運 動 があれぽ,必 ずそ の結果 としての状態が 存在す
る。 したが って,変 化前状態 と変化後状態 とい う概 念で もって,記 述す る
ことがで きる。しかし これ らの動詞 は,そ の結果 よ り動作それ 自体 に焦点
を当てる表 現形式であるか ら,状 態変化 として見 ることは不適 当で あ るか
もしれない。1974年6月
注
(1)こ れ に つ い て は 拙 論(1973)「 動 詞 のaspectfeature「に つ い て 」OLR12号 。
(2)Curme.Syntax.
(3)Fillmore,1968,"Lexicalentriesforverbs."FoundationsofLanguage.







(g)こ こ で はLakoff(1968)の よ うにitを 導 入 し て い な い 。 も しitが 必 要 な ら ば 働
にitを 入 れ る こ と は 可 能 で あ る が,こ こ で は 変 形 の 大 筋 だ け を 問 題 と す る の で ,
itは 省 い て お く。 夊,aboutに つ い て も,こ こ で は ふ れ な い 。
(10)McCawley,1974,"Lexicalinsertioninatransformationalgrammarwithout
deepstructure."
⑪ こ のmakeとcomeは 現 実 の 語 で は な く,〔causative〕〔inchoative〕の 素 性 と 同
じ よ うな も の で あ る 。
⑫Lakoff,1970,Irregularityinβ1ソntax.
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